
　

災
害
発
生
時
な
ど
に
お
け
る
救
援

物
資
の
輸
送
な
ど
を
よ
り
円
滑
に
す

る
た
め
、
10
月
29
日
に
「
門
真
市
災

害
時
救
援
物
資
輸
送
訓
練
」
が
実
施

　

市
内
で
、
特
定
の
地
域
の
人
や
外

国
人
に
対
す
る
差
別
落
書
き
が
発
生

し
ま
し
た
。

　

差
別
落
書
き
は
、
差
別
を
あ
お
り

立
て
る
こ
と
で
、
相
手
を
傷
つ
け
、

見
た
人
に
新
た
な
差
別
意
識
を
植
え

付
け
て
、
偏
見
を
助
長
、
拡
大
さ
せ

る
お
そ
れ
が
あ
り
、
見
過
ご
す
こ
と

が
で
き
な
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
落

書
き
は
、
建
造
物
等
損
壊
罪
な
ど
や
、

門
真
市
災
害
時
救
援
物
資

輸
送
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

人
の
心
を
傷
つ
け
る
差
別
落
書
き
は

や
め
ま
し
ょ
う

最優秀賞「かん国風肉じゃが」
（ニラ入りで韓国風の味付け

がユニーク）

カドマイスター
ロゴマーク

さ
れ
ま
し
た
。
訓
練
に
は
、
門
真
警

察
署
、
門
真
消
防
署
、
市
消
防
団
と

と
も
に
、
８
月
に
市
と
「
災
害
時
に

お
け
る
物
資
の
自
動
車
輸
送
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
た
一
般
社
団
法

人
大
阪
府
ト
ラ
ッ
ク
協
会
東
北
支
部

も
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
当
日
は
、
三
重
県
沖
を
震
源

と
す
る
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定

で
、
車
両
に
よ
る
物
資
の
輸
送
訓
練

や
無
線
を
使
用
し
た
通
信
訓
練
な
ど

が
実
施
さ
れ
、
輸
送
ル
ー
ト
や
通
信

方
法
の
確
認
な
ど
、
関
係
機
関
と
の

連
携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

問
合
先　

危
機
管
理
課

　
☎
０
６（
６
９
０
２
）５
８
１
２

◆第２回門真市学校給食選手権受賞者・献立
賞 受賞者 献立名
最
優
秀
賞

村上颯飛
（五月田小６年生）かん国風肉じゃが

優
秀
賞

上田遥大
（二島小６年生） 天才！(1

てん

0この野菜
さい

)ドライカレー

大瀨杏雛
（速見小６年生） 

豚肉とレンコンの
はちみつ味噌炒め

見並風香
（第四中２年生） カルシウムかき揚げ

岩永聡起
（第四中１年生） 鶏とれんこんのトマトスープ

楠木新太
（第七中２年生）  豆乳坦坦麺

特
別
賞

舍川琉奈
（上野口小６年生）レンコンだんごのはるさめスープ

深野廉
（砂子小６年生） 色どりライス

臼池由佳
（脇田小６年生） 色どりきれい菜丼

植田想那
（沖小６年生）

取り上げられて迷っちゃう?!
（鶏揚げられてマヨっちゃう?!）

　畠中弦大
（北巣本小６年生）レンコンのドライカレー

　納庄洸希
（門真小６年生） とりとひじきの細切りいため

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の
小

学
６
年
生
と
中
学
１
・
２
年
生
を
対

象
に
、
給
食
献
立
の
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
ま
し
た
。

　

応
募
数
は
、
昨
年
を
３
５
０
点
上

回
る
１
０
８
６
点
で
、
審
査
の
結
果

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
た
献
立
は
29
年
１
月
の
学

校
給
食
に
登
場
し
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
「
食
べ
る
こ
と
」
や
「
学
校
給

食
」
に
関
心
を
持
て
る
よ
う
に
、
今

後
も
食
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
合
先　

学
校
教
育
課

　

☎
０
６（
６
９
０
２
）７
１
０
７

第
２
回 

門
真
市

学
校
給
食
選
手
権

～
児
童
・
生
徒
と
作
る

門
真
の
お
い
し
い
給
食

カドマイスターを探せ
認定企業を募集中
　「カドマイスター2017」へ
の認定を希望する企業を募集
しています。
募集期限　12月16日㈮
認定のメリット
◦市による認定企業ＰＲ
◦市産業支援施策の優先利用
◦カドマイスターロゴマークが使用可
◦他機関認定制度への申請をサポート
応募条件　市内に本社または製造拠点があり、

一定の要件を満たす中小企業
審査・認定方法
　29年１月中旬～下旬ごろの認定委員会で、

書類審査・プレゼンテーション審査を実施
※申請書などは市ホームページからダウンロ

ード可。詳しくは問い合わせ
申請・問合先　産業振興課
　☎０６(６９０２)５９６６

　28年分の門真市ふるさと納税寄附
金の申込期限は次のとおりです。市
民の皆さんもふるさと納税で門真市
を応援してください。１万円以上の
寄附をしていただいた人には謝礼品
１品（５万円以上の場合は２品）を
お送りしています。
※申込方法など詳し

くは広報かどま11
月号または市ホー
ムページ参照

28年分の申込期限
　12月26日㈪
　午後５時30分
申込・問合先　秘書広報課
　☎０６(６９０２)５５３６

問合先　財政課☎０６(６９０２)５８６９

そ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
名
誉
毀き

そ
ん損

罪
、
侮
辱
罪
と
な
る
場
合
も
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

差
別
落
書
き
と
思
わ
れ
る
落
書
き

を
発
見
し
た
場
合
は
、
門
真
市
人
権

女
性
政
策
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　

人
権
女
性
政
策
課

　
☎
０
６（
６
９
０
２
）６
０
７
９

門真市ふるさと納税
寄附金のお願い

国保会計累積赤字が縮小
（対26年度約４億円減）

●市民１人当たりの歳出決算

●財政健全化指標

27年度
決算

　市のお金は、大きく分けると３つの財布でやりくり
をしているんだ。それぞれの財布の入ってきたお金と、
出て行ったお金をまとめてみたよ。

　27年度の歳出は、市民１人当たりいくらぐらい
使ったのか、支出の目的別に見てみよう。

　地方公共団体の財政の健全性を示す指標だよ。各比率
が表の基準を超えると、財政健全化計画などを策定し、急い
で改善に取り組む必要があるんだ。
　門真市の比率は、いずれも基準を下回っているね。

　経常収支比率の改善や、将来実施する施策に使うため
の財源確保など、さまざまな課題はあるけれど、27年度は
「住宅市街地総合整備事業」、「小・中学校校舎等整備
事業」などを実施して、市民サービスの充実を図ったよ。
　引き続き、事業の必要性を見極めて、効率的で効果的
な市政運営を行っていかなくちゃ。ガラガラ

27年度  各会計別歳入歳出決算

会計名 歳入 歳出 実質収支額
（累積収支額）

一般会計 541億9460万円 540億6407万円 5463万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 201億4695万円 218億9357万円 △17億4662万円
公共下水道事業 72億6743万円 70億8790万円 １億7929万円
都市開発資金 ０円 ０円 ０円
公共用地先行取得事業 ４億9702万円 ４億9702万円 ０円
後期高齢者医療事業 13億8545万円 13億793万円 7753万円

合計 834億9145万円 848億5049万円 △14億3517万円
※実質収支額（累積収支額）とは、歳入から歳出と翌年度繰り越し財源を差し
　引いた金額

門真市
早期

健全化
基準

財政
再生
基準

説明

実質
赤字比率 ― 11.95% 20.0%

標準財政規模（※）に対する一般会計な
どの赤字額の比率（赤字額がないため

「―」で表示）

連結実質
赤字比率 ― 16.95% 30.0%

標準財政規模（※）に対する市の全会計
の赤字額の比率（赤字額がないため「―」
で表示）

実質公債
費比率 7.4% 25.0% 35.0% 標準財政規模（※）に対する一般会計な

どが負担すべき市債償還金の比率
将来負担

比率 44.2% 350.0% 標準財政規模（※）に対する一般会計な
どが将来負担すべき負債の比率

資金不足
比率 ― 20.0%

事業規模に対する公営企業ごとの資金
不足額の比率（水道・下水道会計ともに
資金不足額がないため「―」で表示）

※標準財政規模…地方公共団体の一般財源の標準的な大きさを示すも
　ので、市で自由に使える財源の大きさ

  一般会計
◆歳入
　26年度から約13億5000万円増加しました。
主な増減内容
・地方消費税交付金…約10億7000万円増加
・国庫支出金…約１億6000万円増加
・繰入金…約３億6000万円増加
・繰越金…約１億3000万円減少
・市債…約１億円減少

◆歳出
　26年度から約17億3000万円増加しました。
主な増減内容
・人件費…約２億3000万円増加
・公債費…約５億2000万円減少
・補助費等…約４億6000万円増加
・繰出金…約３億5000万円増加
・普通建設事業費…約11億8000万円増加

   特別会計
◆国民健康保険事業特別会計
　26年度と比べて累積赤字が
約４億4000万円減少しました。
◆そのほかの特別会計
　歳入と歳出が同額または実
質収支が黒字となりました。

【福祉の充実】
…22万9536円

【環境・衛生の向上】
…２万8233円

【地域・文化振興、人権
政策や防犯対策】

…３万4020円
【消防事業の向上】

…１万3662円

【道路などの整備】
…３万4748円

【市債の返済】
…４万1180円

【教育の充実】
…４万4716円

【そのほか】
…5847円

   水道事業会計
◆収入　28億9871万円
◆支出　23億6188万円

・市民１人当たりの１日平均
使用水量…309リットル

市役所駐車場から次々と出発する
訓練車両
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